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１． 研究の目的と背景 
 近年，犯罪率が増加の状況にあると言われて

いる．一例として万引きに目をむけた場合，悲

惨な状況にある．この状況に対し店舗側も対策

を講じているが，店員の負担は大きい． 
 本研究では，従来抑止が目的となっている監

視カメラを用いて，不審動作を認識し警告する

ことにより，人がすべき作業を少なくすること

を目的とする． 
 
２． 処理の流れ 
 開発システムのおおまかな処理の流れを表１

に示す． 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１．不審人物認識の手順 

 
 大津の２値化による閾値決定 

 場所に特化しないようにするため，背景クラ

スと対象クラスの濃度ヒストグラムの 0 次と 1
次の累積モーメントを用いて閾値を選定する．

最適閾値 k は次式の通り． 
0)( =kp  または  2/)( 21 μμ +=k

)(kp ：確立 0 のレベル(絶対分離点) 

1μ：背景クラスの平均レベル 

2μ ：対象クラスの平均レベル 
 Hough 変換による鞄検出 

 Hough変換は投票と多数決の原理によって決

定される．縦横に関係なく検出されるのを防ぐ

ため角度制限を用いる． 
 

３．実験環境 
♦ PC：CPU Pentium4-3.0GHz   

メモリ 1.0GB 
♦ グラフィック：Matrox 社 Millennium 
♦ キャプチャー：Matrox 社 MeteorⅡ 
♦ カメラ：Canon VC-C4R 
♦ OS：Microsoft Windows XP 
♦ 開発言語：Microsoft Visual C++6.0 

 

４．実験結果 
 図 1 はアクティブカメラの追跡によって得ら

れた画像である．処理画像を図２に示す．実験

は情報棟２F 実験室にて行った．監視領域処理

中の処理速度は１２～１３FPS であった． 

アクティブカメラを用いて 
人物を追跡 

↓ 
静止を確認したら画像をズーム 

↓ 
Hough 変換を用いて鞄を検出 

↓ 
鞄上部に監視領域を設定 

↓ 
上部から鞄に入る手を検出 

↓ 
警報をだす 

 

図１．追跡画像 

図２．処理画像 

５．まとめ 
 人物追跡後，鞄を検出し，その上部を監視す

ることで，状況に応じて不審動作を認識するこ

とができた． 


